
1/5 

補強土(テールアルメ)壁工法設計・施工マニュアル 第 4回改訂版 正誤表 

 

章 頁 行 誤 正 

- - 4 
第 4 回改訂版の発刊にあたって 

我が国いおいては、 

 

我が国においては、 

2 34 表-2.1 
硬質ゴムプレート：硬度 60（天然ゴム） 

          80 (再生ゴムチップ) 

硬質ゴムプレート：硬度 60（天然ゴム） 

85(粉砕繊維入り天然ゴム） 

3 65 表-3.1 
③橋台に適用する場合は、上部工の設計条件及び

反力 

③テールアルメに工作物等を上載する場合は、上

載する工作物等の設計条件及び反力 

4 99 表-4.4 

 

 

4 102 7 

kh：修正設計水平震度（＝・kh） 

：地震時合成角(°)で＝tan
-1

khrとする。 

 

kh：修正設計水平震度（＝・kh） 

：補正係数 

：地震時合成角(°)で＝tan
-1

khとする。 

 

4 105 8 また,車両が圧縮された雪の上を車両が また,圧縮された雪の上を車両が 

4 107 4 
直接設ける場合には，防護柵基礎の設計にお

いて 

直接設ける場合の防護柵基礎の設計におい

て 

4 111 22 
予備設計段階においては、 予備設計段階等で土質試験を行うことが困

難な場合は、 

4 113 1 偏心及び荷重の傾斜は 偏心は 

4 117 表-4.13 
注 5）B：テールアルメ底面の幅（スキンの厚

さ＋最下段ストリップ長） 

注 5）B：テールアルメ底面の幅（スキンの厚

さ＋補強領域底面の幅） 

5 133 8 

  

5 160 24 
B：テールアルメ底面の幅（スキンの厚さ＋

最下段のストリップ長）（m） 

B：テールアルメ底面の幅（スキンの厚さ＋

補強領域底面の幅）（m） 

 

  

(5.1.6) 

 
 = 6.0 m のとき 
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章 頁 行 誤 正 

5 161 図-5.20 

仮想背面が最上段の補強材の内側に位置し

ている 

 

 

 

P.95 の図-4.5 とその記述に合う図に修正 

 

 

 

 

5 162 13 
B：テールアルメ底面の幅（スキンの厚さ＋

最下段のストリップ長）（m） 

B：テールアルメ底面の幅（スキンの厚さ＋

補強領域底面の幅）（m） 

5 163 図-5.21 

  

5 164 図-5.22 

  

5 165 26 
B：テールアルメ底面の幅（スキンの厚さ＋

最下段ストリップ長）（m） 

B：テールアルメ底面の幅（スキンの厚さ＋

補強領域底面の幅）（m） 
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章 頁 行 誤 正 

5 169 19 

Tavail.i：ストリップの発揮可能な引張強さ（想

定すべり円より奥側にあるストリップの許

容引張強さ（ TA,TAE）または引抜抵抗力

（TP,TPE）の小さい方の値）（kN/m） 

R：すべり円弧の半径（m） 

 

 

Tavail.i：ストリップの発揮可能な引張強さ（想

定すべり円より奥側にあるストリップの許

容引張強さ（ TA,TAE）または引抜抵抗力

（TP,TPE）の小さい方の値）（kN/m） 

：ストリップ位置でのすべり面の交点とす

べり円中心を結ぶ直線と鉛直線とのなす角

度（°）

R：すべり円弧の半径（m） 

 

5 169 26 

予備設計段階においては、 予備設計段階等で土質試験を行うことが困

難な場合は、 

5 170 (5.2.35) 
𝐹𝑠𝐸＝

∑{𝑐 ∙ 𝑙 + (𝑊 ∙ cosα − 𝑘ℎ ∙ 𝑊 ∙ sinα)tan𝜙}

∑(𝑅 ∙ 𝑊 ∙ sin𝛼 + 𝑘ℎ ∙ 𝑊 ∙ 𝑦𝐺)
 𝐹𝑠𝐸＝

∑{𝑐 ∙ 𝑙 + (𝑊 ∙ cosα − 𝑘ℎ ∙ 𝑊 ∙ sinα)tan𝜙}

∑(𝑊 ∙ sin𝛼 + 𝑘ℎ ∙ 𝑊 ∙
𝑦𝐺
𝑅
)

 

 

5 182 図-5.36 

  

5 183 21 2-3-7 2-7-3 

5 184 図-5.38 

  

5 188 1 
道路拡幅の腹付け盛土や鉄道における腹付

け線増等のように 

道路拡幅の腹付け盛土等のように 

5 198 図-5.52 5％強度 5％程度 

5 199 13 施工手順をともに考慮し 施工手順を考慮し 

 

  

（層厚0.5m以上）

分離材
（不織布）
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技資 1 273 7 
B：テールアルメ底面の幅（スキンの厚さ＋

最下段ストリップ長）（m） 

B：テールアルメ底面の幅（スキンの厚さ＋

補強領域底面の幅）（m） 

技資 1 281 図 

  

技資 1 283 6 粘着力 c＝50(kN/m
2
) 粘着力 c＝100(kN/m

2
) 

技資 1 310 24 e＝B/2-dE＝-0.074≦B/3＝1.380(m)・・・OK e＝B/2-dE＝0.107≦B/3＝1.380(m)・・・OK 

技資 1 311 9 qa ＝ qu/Fs ＝ 429.579(kN/m
2
) qa ＝ qu/Fs＝ 287.915 (kN/m

2
) 

技資 1 311 12 
qu:基礎地盤の極限支持力度＝1201.273

（kN/m
2） 

qu:基礎地盤の極限支持力度＝863.745

（kN/m
2） 

技資 1 311 15 qs＝256.323≦qa＝429.579(kN/m
2
)・・・OK qs＝256.323≦qa＝287.915(kN/m

2
)・・・OK 

技資 1 311 23 qa E＝ quE/FsE ＝644.369(kN/m
2
) qa E＝ quE/FsE＝292.136 (kN/m

2
) 

技資 1 311 26 
quE:基礎地盤の地震時の極限支持力度＝

1288.737（kN/m
2） 

quE:基礎地盤の地震時の極限支持力度＝

584.272（kN/m
2） 

技資 1 312 2 qsE＝252.085≦qaE＝644.369(kN/m
2
)・・・OK qsE＝252.085≦qa＝292.136(kN/m

2
)・・・OK 

技資 1 313 13 qa ＝ qu/Fs ＝ 375.128(kN/m
2
) qa ＝ qu/Fs ＝ 366.837(kN/m

2
) 

技資 1 313 16 
qu:基礎地盤の極限支持力度 

＝1125.384（kN/m
2） 

qu:基礎地盤の極限支持力度（kN/m
2）＝

1100.511（kN/m
2） 

技資 1 313 20 qs＝289.300≦qa＝375.128(kN/m
2
)・・・OK qs＝289.300≦qa＝366.837(kN/m

2
)・・・OK 

技資 1 314 7 qa E＝ quE/FsE ＝562.692(kN/m
2
) qa E＝ quE/FsE ＝550.255(kN/m

2
) 

技資 1 314 10 
quE:基礎地盤の地震時の極限支持力度＝

1125.384（kN/m
2） 

quE:基礎地盤の地震時の極限支持力度＝

1100.511（kN/m
2） 

技資 1 314 13 qsE＝263.420≦qaE＝562.692(kN/m
2
)・・・OK qsE＝263.420≦qaE＝550.255(kN/m

2
)・・・OK 

技資 3 344 

技資図

5-6 

(SC 種) 
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技資 5 393 
技資図

5-6 
f m

 *
/ f0

*
 f m

 *
 /f 

*
 

技資 6 409 23 T：経過時間(年) t：経過時間(年) 

技資 6 410 2 a=1.1×25t
0.80

=55t
0.80

(m) a=1.1×2×25t
0.80

=55t
0.80

(m) 

技資 6 463 注 1) 自分量 目分量

 

以上 

2015.9 


